
Gzの極性を反転した一対の速度画像を利用し BGを

差しヲ｜く方法である。

方法：ファントムにより ODFE法と従来法を比較

し，また測定条件の変化が ODFE法による流量測定

に及ぼす影響を検討した。ボランテイア実験では，内

頚動脈血流量を測定し再現性を検討し，また ROI面

積変化が結果に及ぼす影響を検討した。

結果：ファントム実験では ODFE法による流量測

定の精度，再現性が最も優れていた。 ROIの面積，測

定部位， 30度以下の流入角度の変化は結果に有意な

影響を及ぼさなかった。ボランティア実験では，高い

再現性を以て測定可能で， ROIの変化は血流量に有意

な影響を及ぼさなかった。

考察： ODFE法は Maxwellfieldsに起因する BGの

影響を相殺し，正確かつ再現性の高い流量測定を実現

しうる最良の方法と考えられる。
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切断肢再接着におけるフリーラジカル（02一）の関与

～ラットの骨格筋の機能的唱組織学的評価～

益田泰次（整形外科学）

切断肢再接着時に発生するフリーラジカル（02-)

が骨格筋の機能回復に及ぼす影響について検討するこ

とを目的とした。 Wistar系雄ラットを大腿中央部で

完全切断し， 3時間阻血後に再接着した3時間阻血群

と6時間阻血後に再接着した6時間阻血群の2群を作

成し， CLN法で好中球由来の 02一発生量を測定した。

骨格筋の機能評価は，再接着後3カ月の下腿三頭筋の

筋収縮力および筋湿重量を測定した。組織学的検討は，

各群について，血流再開直後および再接着後3カ月で

の骨格筋組織を H-E染色により検討した。その結果，

02 発生量と阻血時間 筋収縮力および筋湿重量と阻

血時間の聞に有意差を認めた。また，筋収縮力および

筋湿重量と 02 発生量の問に 有意な負の相関を認

めた。組織学的にも 6時間阻血群は機能回復が不良で

あった。以上より，再接着後の骨格筋機能回復に 02ー

が深く関与していることが示唆された。

5. 

北恵詩穂里（内科学第三）

［目的】多系統萎縮症（MSA）における自律神経機

能を検討するために血圧および心電図の解析を行っ

た。

［対象と方法】対象は MSA患者7例および健常成

人7例。携帯型血圧心拍測定装置を用い， 30分毎に

血圧および脈拍を測定した。心電図に関しては5分毎

にpowerspectrum解析を行い，低周波成分と高周波

成分の振幅を算出した。また心電図上隣り合う R-R

間隔の差が50msec以上である数（RR50）を l分毎に

算出し，各指標に関して擢病期間との相関を検討し

た。

【結果】 MSA群においては，血圧・脈拍ともに特

徴的な日内変動パターンの消失が明らかであり，血圧

と脈拍との相関関係も失われていた。心電図の power

spectrum解析においても，日内変動の消失および各

成分の有意な低下が認められたO RR 50は擢病期間に

ともなって有意に低下していた。

【結語】 MSAにおける心血管系の自律神経機能障

害は交感・副交感系双方の機能低下であり，これらの

障害が予後不良因子にも関与していると考えられたO
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討）

Improvement of phase-contrast flow measure-

ments: opposite directional flow-encoding tech-

nique to eliminate the influence of the Maxwell 

term phase errors 

（フェイズコントラスト法による流量測定の改善：

オポジットディレクショナルフローエンコーディン

グ法によるマクスウ工ルタームフェーズエラーの除

去について）

湯川 修（広島総合病院・脳神経外科）

はじめに：速度画像における，パックグランド

(BG）は流量測定を不正確かつ再現性のないものとし

ている。著者は BGの成因である Maxwellfieldsを除

去する方法として ODFE法を考案した。 ODFE法は

4. 


